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2
0
1
4
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
農
地
中
間
管
理
事
業
︒今
年
で
4
年
目
を
迎
え
︑大
き
な
成
果
と
さ
ら
な
る
課
題
が
出
て
き
て
い
る
︒

三
木
市
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
︑農
政
の
専
門
家
や
︑実
際
に
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
て
い
る
農
家
な
ど

が
出
席
し
︑兵
庫
農
業
の
現
状
と
各
地
域
の
成
功
事
例
や
今
後
の
課
題
な
ど
を
報
告
︒地
域
創
生
に
向
け
た
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
︒

　
「
農
地
中
間
管
理
事
業
」
も
４
年

目
を
迎
え
、
農
地
の
集
積
や
農
業

所
得
の
向
上
、
そ
し
て
質
の
良
い

農
産
物
を
安
く
消
費
者
に
提
供
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し

て
い
ま
す
。
近
年
、
家
計
の
小
型

化
や
単
身
世
帯
の
増
加
で
、
輸
入

農
産
物
を
多
く
使
う
外
食
や
総
菜

な
ど
の
中
食
需
要
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
農
業
の
市
場
開
放

が
進
め
ば
、
さ
ら
に
消
費
者
の
国

産
農
産
物
ば
な
れ
は
強
ま
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
現
状
を
打
開
す
る

に
は
、
外
食
、
中
食
産
業
に
国
産

食
材
を
供
給
で
き
る
よ
う
な
農
業

改
革
が
必
須
で
、「
農
地
中
間
管
理

事
業
」
の
み
な
ら
ず
、
関
係
機
関

が
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
協
力

し
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ

に
、
今
回
が
構
造
改
革
の
ラ
ス
ト

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
農
地
を
未
来
に

繋
ぎ
食
と
環
境
を
守
る
た
め
の
取

り
組
み
を
強
力
に
進
め
て
い
く
た

め
に
、
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

赤
穂
市
高
雄
地
区

は
、
兼
業
農
家
が
多
く

後
継
者
も
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
耕
作
放
棄

地
問
題
に
も
直
面
し
て

い
る
も
の
の
、Ｊ
Ａ
の

出
資
法
人
で
あ
る
我
々

が
い
る
こ
と
で
、
農
業

者
の
危
機
意
識
が
低
い

よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
状
況
改
善
を

期
待
し
利
用
し
て
い
る

の
が
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
の
作
成
と
「
農
地

中
間
管
理
事
業
」で
す
。

農
地
の
貸
借
手
続
き
の

一
本
化
や
地
権
者
と
担

い
手
間
の
ト
ラ
ブ
ル
の

軽
減
ほ
か
メ
リ
ッ
ト
も

多
数
。
今
後
は
、
行
政

も
含
め
た
地
域
連
携
を

図
り
、
農
地
の
集
積
・

集
約
を
加
速
化
さ
せ
作

業
効
率
の
向
上
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
地
域

の
環
境
、
風
景
を
維
持

し
、就
農
で
は
な
く「
就

職
」
と
し
て
の
農
業
と

い
う
意
識
を
浸
透
さ
せ

る
こ
と
で
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
で
す
。

㈱
グ
リ
ー
ン
ひ
ょ
う
ご
西

取
締
役
西
播
磨
支
店
長

宮
脇 

信
一
郎
氏

　

長
年
、
行
政
と
い
う

立
場
か
ら
農
業
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

「
農
地
中
間
管
理
事
業
」

は
間
違
い
な
く
、
農
業

施
策
の
中
核
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。
多
可
町
で

は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

と
「
農
地
中
間
管
理
事

業
」
は
セ
ッ
ト
と
考
え
、

将
来
的
に
は
す
べ
て
の

集
落
に
お
い
て
実
現
で

き
る
よ
う
行
政
が
主
体

と
な
っ
て
進
め
て
い
ま

す
。「
農
地
中
間
管
理

事
業
」
は
1
0
年
間
、

農
地
の
担
い
手
を
探
す

心
配
が
な
く
、
集
積
・

集
約
化
も
見
込
め
る
な

ど
魅
力
的
で
す
が
、
現

在
、
担
い
手
は
認
定
農

業
者
等
に
限
ら
れ
ま

す
。
私
は
、「
が
ん
ば

る
農
家
」＝「
農
業
の
担

い
手
」
と
考
え
ま
す
。

農
業
に
熱
意
あ
る
方
々

が
共
に
手
を
携
え
、
頑

張
っ
て
行
け
る
事
業
と

な
る
よ
う
、
今
後
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

多
可
町
産
業
振
興
課

主
査
　
丸
岡 

洋
平
氏

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
て
集
落
の
枠
を

超
え
た
篠
山
市
全
体
の
農
業
発
展
を
目
指
す

農
業
に「
就
職
」す
る
と
い
う
意
識
を

浸
透
さ
せ
て
地
域
の
活
性
化
を
促
す

農
地
中
間
管
理
事
業
は
農
業
政
策
の

中
核
、担
い
手
と
手
を
携
え
て
頑
張
る

企
業
と
力
を
合
わ
せ
、明
る
い
未
来
へ

一
歩
踏
み
出
し
た
耕
作
放
棄
田
対
策

力強い兵庫農業の実現に向けて

　

当
農
場
の
地
域
で

は
、
集
落
営
農
が
ほ
と

ん
ど
機
能
し
て
お
ら

ず
、
今
後
の
地
域
農
業

の
在
り
方
な
ど
、
農
業

者
同
士
の
話
合
い
も
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、

ま
ず
は
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
の
作
成
を
呼
び

か
け
、
頻
繁
に
勉
強
会

を
開
催
。
将
来
、
耕
作

放
棄
が
危
ぶ
ま
れ
た
農

地
の
維
持
管
理
体
制
が

整
う
な
ど
、
一
定
の
成

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
同
時
に
、

「
農
地
中
間
管
理
事
業
」

の
活
用
も
実
現
し
、
当

農
場
と
し
て
は
圃
場
が

ま
と
ま
る
こ
と
に
よ
る

作
業
時
間
の
短
縮
や
車

両
や
農
機
具
の
台
数
削

減
、
管
理
の
合
理
化
な

ど
、
経
営
の
効
率
化
を

実
感
。
他
集
落
へ
も
事

業
の
活
用
を
呼
び
か

け
、
誰
が
、
ど
こ
の
農

地
を
活
用
し
て
い
く
か

を
話
し
合
い
、
篠
山
市

全
体
の
農
業
発
展
を
目

指
し
ま
す
。

（
農
）丹
波
た
ぶ
ち
農
場

理
事
　
田
渕 

真
也
氏

兵
庫
県
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環
境
部
農
政
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局
　
農
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課
長

公
益
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団
法
人
兵
庫
み
ど
り
公
社
　
農
地
活
性
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事
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「
耕
作
放
棄
田
を
つ

く
ら
な
い
！
」
と
い
う

強
い
信
念
の
も
と
、

（
株
）
岩
屋
農
営
を
中

心
に
離
農
家
の
農
地
を

全
面
的
に
受
け
入
れ
る

ほ
か
、
様
々
な
対
策
に

も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
近
い
将

来
、
耕
作
能
力
の
超
過

や
高
齢
化
に
よ
る
農
地

保
全
の
困
難
が
見
込
ま

れ
た
た
め
、「
農
地
中

間
管
理
事
業
」
を
利
用

し
、
パ
パ
イ
ヤ
や
バ
ナ

ナ
の
生
産
を
行
う
企
業

へ
の
貸
付
を
検
討
、
実

現
に
至
り
ま
し
た
。
将

来
的
な
耕
作
放
棄
田
の

防
止
策
と
な
っ
た
だ
け

で
な
く
、
地
域
農
地
の

保
全
・
管
理
の
協
力
を

企
業
か
ら
得
ら
れ
た
こ

と
で
農
区
の
負
担
も
軽

減
。
ま
た
、
企
業
を
新

し
い
集
落
農
営
の
担
い

手
と
し
て
位
置
付
け

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
見
直
し
を
図
る
こ
と

が
で
き
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

姫
路
市
岩
屋
農
区

農
区
長
　
竹
川 

正
紀
氏

今
回
が
構
造
改
革
の

ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

　

多
彩
な
農
林
水
産
物
に
恵

ま
れ
特
産
物
も
豊
富
な
兵
庫

県
で
す
が
、
様
々
な
問
題
に

も
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
、
農
業
就
業
者
の
高

齢
化
。
全
国
平
均
６
６
・
４

歳
に
対
し
、
兵
庫
県
は
６
８
・

９
歳
と
２
・
５
歳
も
高
齢
化

が
進
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

販
売
農
家
に
占
め
る
２
種
兼

業
農
家
の
割
合
も
高
く
、
１

経
営
体
あ
た
り
の
経
営
規
模

が
小
さ
く
、
担
い
手
へ
の
農

地
の
集
積
率
も
低
い
状
況
で

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、

素
晴
ら
し
い
兵
庫
の
農
業
を

将
来
に
つ
な
い
で
い
く
た
め

に
は
、
地
域
農
業
の
核
と
な

る
経
営
体
に
農
地
を
集
積
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
集
落
営
農
の
法
人

化
を
加
速
さ
せ
、
農
地
を
集

積
し
、
担
い
手
の
経
営
規
模

の
拡
大
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
最
も
効
果
的
な
手
段

と
し
て
、
私
た
ち
は
「
農
地

中
間
管
理
事
業
」
の
活
用
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
集
落
営

農
の
組
織
化
・
法
人
化
に
欠

か
せ
な
い
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

や
機
械
導
入
、
基
盤
整
備
の

実
施
な
ど
、
豊
富
な
関
連
策

と
併
せ
農
業
者
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
で
き
る
事
業
で
す
。

　

こ
の
「
農
地
中
間
管
理
事

業
」
の
フ
ル
活
用
と
関
連
施

策
の
一
体
的
推
進
に
よ
り
、

力
強
い
兵
庫
農
業
を
実
現
し
、

地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

農地の集積・集約を通じた地域創生
　

今
、
兵
庫
は
大
き
な
節
目
の
時
に
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
と
い
う
大
き
な
構
造
変

化
が
県
下
各
地
で
進
ん
で
い
ま
す
。
農
業
の
分
野

に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
変
化
に
加
え
、
消
費
者

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
世
界
市
場
の
拡
大

に
伴
い
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
が
生
み
だ
さ
れ
る
一
方

で
、
世
界
的
な
経
済
連
携
の
流
れ
に
よ
り
、
今
後
、

産
地
間
競
争
の
激
化
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

幸
い
、
兵
庫
県
は
、
北
は
但
馬
か
ら
南
は
淡
路

ま
で
多
様
な
気
候
と
風
土
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ

り
、
世
界
に
誇
る
神
戸
ビ
ー
フ
や
日
本
一
の
酒
米

山
田
錦
、
環
境
や
人
に
優
し
い
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
育

む
お
米
、
淡
路
島
の
た
ま
ね
ぎ
、
丹
波
の
黒
大
豆

な
ど
、
最
高
の
食
材
を
育
む
多
様
な
農
業
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
近
郊
の
立
地
、
食

品
産
業
の
集
積
な
ど
「
兵
庫
の
強
み
」
を
最
大
限

に
活
か
し
て
、
多
彩
な
農
産
物
に
一
層
の
磨
き
を

か
け
て
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
、
新
た
な
需
要
を

創
造
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・

集
約
化
に
よ
る
農
業
生
産
力
の
強
化
が
必
要
で
あ

り
、
と
り
わ
け
将
来
に
わ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
に

地
域
の
担
い
手
を
育
成
し
、
農
地
を
集
積
し
て
い

く
の
か
、
そ
の
た
め
に
農
地
中
間
管
理
事
業
を
は

じ
め
と
す
る
関
連
施
策
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
、
関
係
者
全
員
で
真
剣
に
考
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

兵
庫
県
は
、
自
然
と
資
源
に
富
ん
だ
素
晴
ら
し

い
地
域
で
す
。
兵
庫
農
業
の
発
展
の
た
め
に
、
ぜ

ひ
力
を
合
わ
せ
、
手
を
携
え
、
と
も
に
地
域
創
生

を
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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